
水滋部の思い出

新大第22回
849年卒業

吉野 洋

私が在籍して会りました、 45年から、 49年までの

4年聞は、長い伝統と、戦績を誇る、当部Kj:，'"いて

も、最も存続の危機K直面した時代では左かったか

と思いますo 諸先輩、後輩の方々と違って、私は練

習のつらさの思い出がありませんo (もっとも練習

嫌いは有名でしたが)、楽しい思い出もプールでは

ありません(プール以外では、富浦、哲士寮等多々

あPます)。水泳部での 4年間 Kついて述べさせて、

いただきます o

ハテ、クント、ネコ、オギシン、左 Kやら耳慣れ

左い、源氏名を持つ一部昇格メンバーと入れ替.!JK

入部」た、当時の私は、大学の水泳部Kある種の期

待と使命感K燃え、一日も早〈レギュラ - K左ろう

と思って会りましたo 入学式前のうすら寒い東大プ

ーノレの練習もしばらくのプランクを取り戻そうと頑

張りました。春休みでしたので、先輩方は帰省等で

練習の集室 Pが、まだ遅い位K しか考えませんでし

たが、馨科の合宿で驚きました。部員がいません o

自分もレギュラーです。それでも、一年生ですから

気楽Kやっていました o そして全敗、二部降格ですo

来年頑張ろう。でも、翌年、翌々年、部員は増えま

せん。二年、三年と三部落ちの危機は続きましたo

当時の私達の練習を見て、練習嫌いの可愛い気の左

い奴だと思われた方も相当数あったと思います。し

神宮プールにて ボールをもっているのが私てす。
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かし、 4年間一緒であった、

私と小竹の精神的左苦しみは、

たぶん理解していただけ左い

と思いますo 左K しろ焦点は

存続させるととであり、試合

では、負け左い事だけが目標

でした o r今の高校生が入る

まで、つぶさ左い様K しよう」

が相言葉でした。

そして、四年K左り待望の

部員が入部しましたo 勧誘、

説得、遂 K試合にまで、とぎ

つけた時は、本当 K うれしか

った。現役、最後の東大戦K

勝った時、力をつけた、一年

生を見て、私と小竹の 4年間は無駄では、左かった

と思いました。

あれから早いもので10年が過ぎようとしています。

当時の感激や悔しきも既K薄れはしてな Pますが、

プールと小竹と共K過した 4年間K心から満足して

います。水泳部の集ま P以外で利害関係K関 P左〈

行動するととの左い現在の私Kとって貴重左財産で

あります。

左台、水泳部の伝統が絶えそう陀在った時、部員

以外の方の協力は絶大であ Pました。特K数多ぐの

試合K出場していただいた方を、列記致しますので、

成城水泳会として感謝すると共K、出来るとと左ら

準会員として登録していただきたい。

【48年卒】

石井さん……泳力があり、本格的左部員として頑

張っていただきました o 特 K成援戦で相手キーパ-

K乗り上がってのゴールは、ノレーノレ無視で、 ゴーノレ

ジャッジもあきれていました o (それでも、 1点得

点です)

亀田さん……柔道の達人で、腕力抜群、専修の一

年坊主もつかまれたら、身動きできませんでした。

越山さん……顔の割 K気性は水球向きで、ずいぶ

ん助けてもらいましたo

【49年卒】

河原田君……との方は二年からですから、%以上

水泳部です。落ち込んでいる時、精神的K救われま

した。その他、応援団の先輩、松永君、宮沢君、あ

Pがとうどざいましたo



成城大学水涼部季節労働者

新大第20回
847年卒業

石井俊成

私も卒業しでもう 10年、毎年山の雪のたよりが聞

かれ左〈左ると、何と左〈プラリとプーノレK足が向

いてしまう o そん左私K何故在ってしまったのかo

私は、正真正銘の水泳部員であったとは、いい難

い経歴の持ち主左のである o 水泳部は、素晴しい伝

統と輝しい戦歴を持つクラプですo しかし、そん左

長い歴史の左かで私のよう左存在が何人もあったと

とを会話ししたい。

水泳部K最初K誘われたのは、石塚君、春山君、

藤村君そして池上君たちが高校三年で元気よ〈プレ

ーしていた頃、大学ではメンバー不足で困って人材

(頭数 I を求めていた時期だったと記憶していま

す。誘いの言葉は帆メンバーが足り左いので一試合

だけ出場して欲しい、一試合だけ……。"だったの

です。私は元来、現在大学Kあるベルエアースキー

クラブを創立し、活動していたのです。今、思えば

身程知らずだったと思いますが、当時は自分のトレ

ーニング陀プラスアルファと考え、スキークラプの

トレーニングが終わるとプールヘポロの練習 K通い

始めたのです。非常 K冷い水、足をふんばるととの

出来左い水の中での練習、何をとっても楽左ものは

ありませんでした o 練習が終 Pプーノレからはい上る

時は鉛のよう、フロ陀入る時の喜びは格別でした O

い〈ら私が努力したととろでラグピーをや D、そし

てスキーをやっている私が、ガンバッタととろで他

の仲間 K、追いつき近づく事は、とうてい無理でし

たo 高校生の石塚君や池上君もよ〈付合って〈れま

したo そん左私がグーム陀出場しでも、そのプレー

は救いようの左いものでしたo

いよいよ神宮プールでのリーグ戦第一戦。対教育

大戦。私を誘った仲間の説によれば必ず勝てる相手

との事だったのですo きて、結果は無残左大敗。ハ

ッキリ、今でもなぽえているのは、得点力の左い私

たちにプールサイドからとぶ声、と陀か〈シュート

を打てとの指示、私の初シュート、キーパーの正面、

ドン・ピシャと止められたのですo その次の瞬間、

私の目 K入ったのはプールサイドの中山監督の両手

で顔を金妻子う婆、と陀か〈大負け、本当陀口惜しか

ったo その後も連戦連敗。当時の私共の最大の使命

は二部リーグ残留o しかし、 リーグ戦を半分くらい

消化しようとしていた頃、との目標達成も大変K不

安陀在って来たよう K思えました。

でも、当時コーチでいた大野(I日佐藤〉さんの熱の入

った指導もあり、対明治・成援戦でかろうじて目をあけ、

入替え戦をまぬがれ、二部残留が決定、そして、そ

の後の四大学では、延長、延長のくり返り返しであ

ったものの連続優勝をストップさせるとと左し Kシ

ーズンを終わるととが出来たのです。

との時期、私のよう左季節労働者は私を含め、亀

田君・河原田君と三人会 Pました。今は全〈音信が

ありませんが、三人共必死Kポロ Kとり組んでいた

ので、未熟左プレヤーであったものの、水泳部をみ

左様と同様K愛しているととは事実ですo

最近はどのクラブでも部員不足を訴えているよう

ですが、とのスポーツの素晴しさを知り、益々クラ

ブが発展するよう心から祈って金りますo

水涼部の思い出

新大第25固
852年卒業

窪田直人

私が成城水泳部の現役部員として在籍したのは昭

和48年から 52年までの大学 4年間、つま P成城水泳

部創立43年目よ -1J47年目ということ K左る。今、当

時を振り返ると懐しいメンバーの顔が思い出される

が、中でも特K、まさし〈同じ釜の飯を食いあった

合宿 Kスポットを当て左がらその懐しい学生時代K

浸ってみる事としたい。

記憶は薄れつつあるが、確か入学早々は哲士寮K

泊ま P込んでの合宿があった。高校時代K競泳をや

っていたをはいえ、 1年間の浪人生活ですっかり水

から離れた生活をしていた私K とっては約10日間の

合宿はか左 Pじんどいものであった。泳ぐだけ左ら

まだしも、巻き足をし左がらポールを使う左どとい

う芸当はその当時の私Kは神技K も近いもの K思え

ていた。何しろ私が 1年の時陀は私を含めてちょう

ど 7人であ.った為、いやが応K も試合K出ざるを得

左い状況 Kあったのである。昼は実技の練習、夜は

ノレールの勉強というのが私の最初の合宿であった。

2年目は前年まで全世話K左った正岡監督から根
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左から、黒田君、石塚君、吉野さん、私、大石君

岸監督 K交代し、石塚新主将率いる新体制のもと(

と言ってもメンバーは相変わらず 7人という零細企

業であったが)で二部優勝そして一部昇格を目指し、

妻科及び哲士寮で合宿を行左った。時K蓉科はプー

ノレの回り一面銀世界で高校生を交えての合宿であっ

たo との年K卒業した吉野さんがその OBぶり(?)を

遺憾無〈発揮していた事が記憶K新しい。

時はまたた〈間 K過ぎ 3年目を迎える o との年は

館山、下回そして青森と 3ク所で合宿を行左った。

4年間の合宿の中で一番印象K残っているのは青森

県むつ市の自衛隊で行在った日体大、青森商業高校、

成城大学の合同合宿であろう。近〈の恐山は頂き K

残雪をかぶり、桜花畑漫のゴールデンウィークの時

であったo 天下の自体大と合同練習をするという事

で全員緊張の面持ちで合宿入 Pしたのであるが、予

想していた通 Pその内容は厳しいものであったo 下

級生の中陀はそのハード左練習陀耐えられ左〈左り、

自衛隊の敷地から何とか逃れようと綿密左 .f脱走計

画」を企てる者もいたが、「脱走したら自衛隊員陀

撃ち殺されるぞ!!Jと長どかして説得した位である

のでその内容は推して知るべしである。練習もさる

とと左がら一番とたえたのは食事であった。自衛隊

という特殊環境のせいか一汁一菜K近い内容のメニ

ューで、差し入れのカップラーメン、身欠きにしん
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で腹をうる妻子すという有様であった O つらい練習の

合間の唯一の楽しみは OBVC隠れて吸うたばとであ

ったo 下級生を見張りに立て、堤防の突端で吸った

たばとは今でも忘れられまいほど格別の味であった。

ある時、堤防まで行ぐのが面倒左為、宿泊所裏で吸

っていたととろを OBVC見つかってしまい、翌日余

分K練習させられてしまった o 4年間のうち OBVC

たばこの現行犯で「逮捕」される常連は何人かいた

が、私が逮捕されたのは馨科と青森合宿の 2回だけ

であったと記憶している。長い自衛隊での合宿を終

え、敷地から開放された時、「シャバ」の空気を吸

うために全員で先づパチンコ屋K駆け込んだのはつ

い先日のようである。との年のつらい合宿K耐えた

甲斐あってめでた〈も一部昇格を果たせたわけであ

るが、その瞬間は私の学生生活、いや多分一生のう

ち最高K幸せ左時であったろう。

4年目は館山、福島県芦ノ牧、哲士寮の 3ク所で

合宿を行左い、 4年間で計 9回を消化したとと K在

るo 他の学生が日曜日だゴーノレデンウィークだと言

つては楽しげに遊びの計画をたてているのを横目で

左がめてはうらやまし〈思ったものであるが、今と

在ってみれば 4年間の水泳部生活が、文、その時の

メンバーが私のかけがえの左い宝物と在った訳である o

私と共K プレーしたメンバーは、私が 1年の時の

4年生吉野洋さん、小竹信章さん、 3年生秋元アツ

シさん、私が 4年の時の 3年生西堀栄信君、中村正

人君、 2年生黒田克己君、大石和男君、三浦誠君、

1年生橋本孝明君、秦聖一君、そして同級生の石塚

学君、池上(現小林)潔君、春山功君、尚承君。マ

ネージャーとして中村律子さん、伊藤美紀さん、坂

井由美子さん、野口知真子さん。願わ〈ば、成城水

泳部創立 100周年の時陀全員集合して五十数午前の

話K花を咲かせたいものである。

氷涼部の思い出

新大第25回
852年卒業

小林潔
(1日池上)

昔の事を、何でもいいから書けと言われて因って

しまった。私は、作文を書くのが苦手左ので、あま

Pうま〈書け左いと思うが了承してもらいたい。

第ーに、一部昇格のととを思い出す。その年(昭



和50年)は、シーズン初

めから、皆一部へ上がる

んだと、はりきっていて、

春、千葉の館山合宿で、

競泳の練習中心 K基礎体

力トレーニングをし、 5

月のゴーノレデン・ウィー

クK青森の海上自衛隊の

プールで合宿をした o と

の青森の合宿は、大学生

活の中で一番きつい合宿

だったと思う o 何しろ、

午前中、競泳の練習で午

后から水球の基礎練習、

夕食を終えてから、本格

的左水球の練習と一日中、

プールづけだった。途中 祭 ~ω ぷ絞 土 、芯w

から自体大が参加し、約 昭和50年 7月 成城プールにて・念願の一部復帰をはたして

2週間いたのだから、肉体的Kも精神的Kも、シン 上野発の夜行列車を降 P、陸奥湾をながめ左がら、

ドかった。でも、との合宿の bかげでリーグ戦が始 下北半島を北上o やがて恐山のふもと犬秦の海上自

まって、初戦の学習院戦では苦労したが、二部全勝 衛隊基地K到着。東京よ Pーク月遅れて、桜前戦が

し、教育大(筑波大)との一部入れ替えをむかえた。 やって来ていた。まるで我々一行を出迎えて来て〈

初日を勝ち、二日目を勝った瞬間、うれしさと今ま

での努力が報われたと思い、涙が止まらず、後から

後から流れてきた。

第二は、 4年生の時の対慶応、ィ νカレ戦である。

リーグ戦を終了し、何とか一部へ残ったので、ホッ

として、気楽陀インカレへ臨めた。第 3位を目差し

がんばった。 2対 2の同点と走り試合は接戦と在っ

たが、 1点私が入れた後、私が退水して 1点入れら

れてしまった。結局、 3対 3で引き介けと在ったが、

メジャーファールの差で負けたo との時の事は悔し

〈て、今でも時々思い出す。

ともか<10年現役生活を続け、私のようま人間で

も社会で左んとかやっていけるのも水泳をずっとし

ていたからだと思う o その恩返しの意味でも、でき

るだけ今後は、後輩の指導をしていきたいと思う o

涙・涙の青森合宿

新大第26固
853年卒業

中村正人

れているような、そん左気がした。

ゆった Pと寛ぐのも束の問、私の嫌い左練習の開.

始です。ただととは成城の冷水プールとは異左 P、

太っちよさんが暑い暑いと言いだす程の適当左水温。

実は、私はとれ Kつられて青森まで来たのです。

練習は一日三回の八時問、高校時代の法大合宿の

九時間練習以来で、けっとう効きましたe しかし、

ととは自衛隊の敷地内で裟婆の世界と違って、女性

はメシたきの五十がらみの長ばちゃん一人o とれに

加えて食事はひどいの一言。卦湯ぬきのカップヌー

ドル。コッペパンとソーセージ。ど飯一杯とみそス

ープo とれらが各々一回分の食事。池上きんでもや

せたくらいで、私はとの合宿で 4Kgもやせ、 ωKgを

割ってしまいましたo ただ唯一の幹は差入れの身欠

き緋とレモン。食事が終ってから緋を右手Kレモン

を左手 K黙々とかじっていたととが昨日のように思

い出されます。

ととでの安らぎは明タバコ"、黒田と大石の二人

を見張!JK立て、偉い先輩は桟橋の先端でプカプカ、

とん左ないしいタバコはちょっと味わえませんね。

(ち左みに、との合宿で喫煙がみつかったのは窪田
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さん一人でした。)

卒業してから、はや六年。数ある合宿の中でやは

り経験したととの左いととが多いせいか、最も印象

深〈残 Pとの寄稿を書き左がら次々と、練習光景や

食事の様子が思い出されてきますo

最後 Kとの合宿が一部昇格への道を決定づけ、我

我 K栄光の一ページをひらいたと確信していますo

大学水深部の思い出

新大第27回
854年卒業

黒田克己

大学時代我々は一部リーグで 2年間プレーを行う

ととが出来た。そとで一部昇格K至る迄、及び一部

リーグ在籍中の思い出を述べさせて頂<0 

私が大学 K入学する前年即ち昭和49年K も成城大

学チームは二部優勝したものの入替戦で東京教育大

K惜敗し、翌年陀雪辱を期していた。従って我々が

‘入部した時は先輩諸兄も気迫 K満ちていた。 3月K

2回の合宿を重ねた後、ゴールデンウィーク Kは青

森県むつ市の海上自衛隊Kて10日間の強化合宿を行

込
昭和54年 12月 グアム島遠征にて 中村正人
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石塚主将〈左側〉と一部昇格の記念撮影

いリーグ戦K臨んだ。との青森合宿では 1日3回 8

時間の練習を行ったが、練習の辛さはもとより、自

衛隊の規則 K より食事の量が制限されていたととが

何よりもとたえたo 自衛隊正門の真正面 Kパン屋が

あったが、外出許可証(我々は体験入隊の形であっ

た)が無いからといって門番がパンを買い K行かせ

てぐれ左かったとと、夜先'輩達が埠頭の護衛艦の影

で煙草を喫うのを OB(堀・正岡両氏 )K見つから

左いよう K見張りをさせられたとと等が懐しい思い

出であるo

きてリーグ戦では二部全勝優勝を果たし 2年連続

東京教育大との入替戦 K臨んだ。リーグ戦中 K 日体

大、法大等の一部校とは練習試合をしていた為K当

たりの強さ、スピードは些程感じ左かったものの、

相手も二部降格は何としても避けたいとの気持ちか

らであろうか、接戦が続き 1回戦は 4対 4で引分け、

延長戦の末 6対 4で辛勝したo 2回戦は一転して点

の取 P合い K左り、双方 K永久退水者を多数出した

末12対 9で勝ち、一部昇格を果たしたo 翌年は一部

校として何とか良い成績を残せる様Kとシーズン初

めから鋭意練習 K励みリーグ戦K臨んだ。‘当時のメ

ンバーは前年の一部昇格時と変わらず、 GK・春山

( 4年)、必 2 ・池上(4年)、必 3 ・窪田(4年)、

必 4 ・黒田( 2年)、 J伍 5 ・中村(3年)、必 6 ・

西堀( 3年)、必 7 ・石塚( 4年) (敬称略)の布

陣であった o 水連関係の雑誌、Kf今年の一部は昇格

してきた成城大が台風の目と左ろう。得点力は目ざ

ましいものがあるが惜しむら〈は後半の粘り、スタ



昭和48年度---51年度

成 績
関東学生水球リーグ戦K於て 48年度二部リーグ

第二位、 49年度Kはオール1.2年生メンバーで二

部リーグ優勝したが、入替戦で惜しくも東京教育大

(現筑波大)~ 1勝 2敗(4対 3、 3対 4、 4対 6) 

と苦杯を左めました o しかし翌 50年は、新人K黒

田、大石、西山らの新人の加入で戦力アップし二部

連続優勝、そして入替戦でも前年負けた筑波大K二

連勝 (6対 4、 12対 9)し、悲願の一部リーグ昇

格を果しました。

そして 5 1 年度から 5 シーズンぶ þ~一部リーグ K

復帰しました。関係者の間では二部リーグ敵在しの

成城が一部校相手Kどの様左試合をするか注目を集

めました。下馬評では、 「石塚、西堀の重量フォワ

ードの活婦いかんでは台風の目 Kなるのでは」と見

られてました。結果は八校中 6位と満足出朱る成績

ではありませんが、試合内容は、成城独得の遅攻そ

して石塚、西堀のツーフロート、スタンデングプレ

'ーそれK黒田の縦からの攻撃Kよる得点力それK中

盤中村の頑張夕、池上、窪田のきついディフェンス、

キーパ春山の好守と他校を驚ろかせました。もう一

年早〈一部リーグへ復帰していれば Aグループ入 b

| も夢では左かったでしょう。またとの年、全日本学

生水球選手権では、慶応大と三位決定戦を行左い 3

対 3同点反則数負けて惜しくも 4位 Kまりました。

大学紛争後、部員確保が雛し〈在った水泳部を熱

心 K指導し、ととまで鍛え上げた監督の根岸繁雄さ

んコーチの山本勉さん、岡本浩三さん、正岡勝さん、

l柏秘さん吉野洋さん仇OBゅの努

力が選手を発奮させ、キャプテン石塚を中心K選・手

が切薩琢磨し、 トレーニングK励んだ結果が盛 b上

I ! を 興 とーしよう。しル残念走事K翌年

主力選手 4人が抜け二部リーグへ降格してしまいま

した。成城C場合、部員不足で選手層が薄いので浮

き沈みが激しいのは、しかたまい事かもしれませんo

しかし今後は是非中、高大と一貫した選手作 bを行

左い、大学からの戦力をプラスして行くというスタ

イルK して、在んとか、選手層が厚〈、そして強力

'左チームを作り上げ、そして、ふたたび一部リーグ

K復帰させたいものです。

5 1 ，52年度と、一部を 2シーズンしか堅持出来

ませんでしたが、選手は精一杯、 よく頑張ってくれま

した。 50年K西堀が、 51年 K石塚が、そして、 5・2

年K黒田が、全日本候補選手K選ばれました。

昭和51年度

関東学生リーグ戦
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専大6{詰}4成城

7月 3日 7月 4日

蹴 9(jiO2早大 城 7 {妙法大

順位

1位 日体大 14勝 O敗 勝ち点 28

2位 中 大 11勝 3敗 勝ち点 22

3位 日 大 10勝 3敗 1ヲ|き分け勝ち点 21

4位 専 大 7勝 5敗 2ヲ|き分け勝ち点 16

5位 慶 大 6勝 8敗 勝ち点 12 

6位 成城大 4勝10敗 勝ち点 8 

7位 法 大 2勝11敗目|き分け勝ち点 5 

8位 早 大 0勝14敗 勝ち点 。

全日本水球選手権

1回戦

成城 6 対 4慶応

全日本学生水球選手権

1回戦シード

2回戦

成城 8 対 2東大

三位決定戦

慶大 3 対 3成城

2回戦

稲泳会 6 対 5成城

準決勝

中大 8 対 4成城

慶大の反則勝ち
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グアム島遠征 練習風景

ミナ K欠ける。」との寸評が掲載され皆で苦笑し乍ら

も、何とか自体、日大、中央等K も後半迄食いつい

ていとうーと・話し合ったととを憶えている o

リーグ戦では事実、奇襲戦法で日体大から先取点を

取った P、日大・中央KはHalfTime迄は同点文は

1----2点差で食い下がったものの、連盟誌の寸評通

り後半K離されてしまい「魔の第 3クォーター」を

克服し左ければと OBの方々 Kも泳力の強化練習を

課せられた。専大・慶応の 2校は我チームと実力は

ほぼ同じと恩われたが、永年一部でプレーしている

試合運びの巧さからか 1----2点差で苦杯を喫した。

然し、早大・法大Kは 2回戦とも勝ち 4勝 10敗の 6

位と在ったo

その年で最も思い出 K残るのはインカレで準決勝

迄進出し、慶応と 3位決定戦を行ったととであるo

第 4クォーター残 T2分 K得点し 3対 2とリードし

たものの残!?45秒で同点K追いつかれそのまま試合

終了と左り、反則数で惜敗してしまった。

翌年は人数不足の為、水球を始めて問も左いメン

バーを起用せざるを得ず一部最下位、二部降格と左

ってしまったが、 2年間一部でプレー出来たととは・

貴重左体験であった o

文、私自身非常K嬉しかったのは 2年、 3年の時

2年間一部リーグの得点 Best10 VC入れたととであ

る。今後共、伝統ある成城の水球の灯を絶やすとと

の左い様K現役部員諸兄の努力を期待すると共K、
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我々 OBとしても水泳部発展の為K徴力を尽してい

く所存である o 最後 K現役時代御指導頂いた根岸監

督初め OBの方々 K との場をな借りして御礼を申し

上げたいo

55年リーグ戦監督奮戦記

新大第13回
840年卒業

中山 武夫

「根津/J i加藤/左んだそのプレーは/気合を

入れろ /J、プーノレ中 Kひびき渡る大声が成城ベン

チから出る o その瞬間、レフリーが「ギクッ」とし

た顔で成城ベンチを振り返り、記録員も観客も敵方

ベンチも驚いた様K注目する o 叉言ってしまった…

… O 今日とそ黙って試合を見るはずだったの K…… 

と後悔する o

しかし後はもう止まらまい、「三瓶、祥ーマーク

しろ/J i青木切れろ/J iキーパーまだ技げるん

じゃ左いぞ/J i竹内手をあげろ/Jあとは手当 P

しだいに大声を出す。時Kは敵の選手Kも具体的指

示?が飛ぶ、「高山/そのシュートは 3年早い/J 

「生意気左シュートする左/J (内心は、あのジュ

ートを投げられると成城のキーパーじゃまず止まら

左いと分っているので必死である o とう左ったら口

でとめるしか左い)0 i井上そとでシュートだ/J 

(あの体勢で投げさせれば、キーパーの正面でまず

安全だ、と思った瞬間、キーパーの根津が何を間違

ったか、ゴールの外へ向って飛びあがる、ゴールイ

ン)0 i根津告をえ何考えてんだ/J {との分だと

根津の方向オンチは今日中 Kは直ら左いぞ)。勝っ

ても負けても、一試合中黙っていたという想い出は

左い o

強敵相手K リードするともう大変だ、ベンチ K味方

が増える、コーチの黒田君だ、「明治左んか K負け

る 左 /Jと言うと、続いて「水球界の落ちとほれ/

とくる。「チピッコチーム左んかやっつけろ/Jと

言Jうと、「あいつら就職左いんだぞ/Jとぐる。そ

の内敗色の濃く在った相手チームの選手同志、ベン

チの OB、父兄間で内グパがをきると、それ見たと

とかと徹底的 K ときをろす。

従って一試合終ると、喉はカラカラ、頭クラクラ

という状態、K在る o



本当は鍛密.左作戦を組み、選手

個々の役割を明確K し、静か陀ベ

ンチ K座って指揮をするつも Pで

あったが、今の成城チームでは選

手の数と、質の問題で無理だと判

断した時から、自分もプーノレの中

でプレーをしているつもりで大声

を出しつづけている。私自身京都

の鴨祈高校時代全国制覇三回の経

験をし、今日まで20数年間の水球

競技歴があるが、どの時代も充実

し楽しかったo

たまたま今は戦績は良〈左いが、

学生は現状の諸環境の中では良〈

やっているし、努力もしているo

あとは選手の数きえ増えれば、

成城らしい個性的左チームが作れ

るという自信は持っている。

試合が終って、プールを後Kす

る・時、いつも考える事は、昔の強

かった時の水球も、今日の水球も、

みん左水球K変り左〈、あれも水

球、とれも水球だ。あれも人生、

とれも人生だというととと O

文来週からの仕事で声が出せ左

〈て因った左という事であるo

マネージャーの思い出

新大第25回
855年卒業

坂井由美子

我が成城大学水泳部は常 K部員

不足 K頭を悩まされましたが、毎

年女子マネージャ -K関しては入

部希望者が後を絶たず、ピーク時

Kは左んと 9名もいたんです(昭

和54年夏)。当時男子現役選手は

8名で、マネージャーの数が現役

選手を上回っていました。練習の

時は広いプールK少人数の選手が

さびし〈詠ぎ、狭いプーノレサイド

Kはマネージャーがずら Pと並ん

F轟事 i 司lt• . 

ア 率計九

、ぷふ議鮮総幣い :<<':v:.:.

.，: 

内外?対関察委泌総弘

V、、?蕊論鋼~t~
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だわけです。試合の時もマネージャー全員でプール

を見なろして黄色い声援を送る姿は他大学の問でも

有名でした。どれだけマネージャーがいたんですか

ら、その分男子部員のかゆい所K手が届いたととと

思いますo その結果練習陀専念できたはずですが…

…。あるいはプールサイドの華やかさに目が〈らん

でポーノレを見失う ζ ともあったかもしれません。

しかし女子マネージャーの方も人数が多い左.TK

たいへんでした。例えば練習中、仕事は先 K気づい

た者勝ちで、仕事の見つけられ左い人はプールサイ

ド陀ただ立つばかりでした O リーグ戦が終わ P富浦

で行左われる中学校の海の学校が近づぐと、マネー

ジャー達も一斉に水着姿と左 P遠泳K備えて泳ぎ始

めまず。当時はマネージャーの富補参加人数K限 P

があった為、プールで 1，500米平泳ぎの試験も行左

われました。でもそのなかげで入部当時はほとんど

泳げ左かった女子も、無事中学校遠泳で 2，000米泳

ぎきったわけですo 中学生と共に完泳の喜びをかみ

しめたととでしょう。

その他、自炊合宿で料理の腕もみがき、 OB会と

の接触も多〈気働きも覚えました。また 4年間の水

泳部生活で男子部員とほぼ対等の扱いを受け、その

bかげで大きい声で自己紹介もできるよう K左夕、

会酒も強〈左 Pましたo とのように 4年間水泳部で

鍛えられた女子は、卒業後社会人として立派 K役目

を果しているととと思います。ただ一つ気陀在るの

は、卒業後女子マネージャーの結婚話が左か左か聞

とえてと左いととです。もしかすると水泳部の世界

K深〈っかり過ぎて、男性の本来の姿を見てしまっ

た結果では左いでしょうか。

j74ω首領匿盤 i 
置圃瞳*泳郵員奮語ei

近年の水涼部を語るのに、忘れてはならない人物

がいる。その名は、森田昌太郎さん。練習の始まる

五月から、プールおさめの十月まて、毎日プールの

管理をしながら、水涼部を影、 日向なく暖かく見守

り、応援し，ていただいている。この人の評価なくし

ては、近年の水涼部の人物史は、半分も語りつくせ

ない。そ己て、今回は、己こ 10年の仲間走、森田

さんの情報と共に編集委員のメンバーで語ってみた

いと思う o 森田さんが、プールへこられた昭和 46

年頃からご紹介致そう o {敬称略)

戸田勘次 一見バンカラを思わせる顔構えの大変よ

48年卒ろしい人。“通称 カンジ肋

小平恵洋 水泳部を問わず、との人の沿顔を知ら左

49年牢い方は、 「成城のもぐり」と言われでも致

し方左い。 mr.ホームベースとして、小・

高・大の水泳部 K君臨。そのな人柄とグロ

並の芸K影響を受けたもの多数。卒業間際

Kは、成城狭しと、全国のブラワン管K、

打って出た。人呼んで『月光仮面』

古谷生男 やさしいマスクの下Kキラリと光る鋼鉄

49年若手 のようま意志「隠れ女性信者を最も多く抱
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えていた」というウワサもテラホラ。

坂 井 謙 愛称ポプさん。古谷氏と並び、近年の水

49年卒泳部では数少左い品 の良い成城ボーイ。

吉野 洋 一見ニヒノレ、じつはひょうきん。との組

50年卒み合わせで、幅広いフプン層を形成。人を

アッと驚かす野次や罵声は一見K値する。

左ぜか、メチャクチャなことをしても下か

ら憎まれ左い不思議左雰囲気の人。

小竹信章 アゴ二世。 2年先置の小平氏と共通のア

50年率 ゴを所有する怪物男。全身火傷の重傷から

わずか 1週間少々で立ち直った篤異のスー

パーパチンコマン。

秋元アツシ ミスター花王石けん。との人 Kほほえ

52年率まれると、言いたいことがあっても、言葉

を失ってしまう争マイホームパパの見本。

石塚学細心かつ大胆o “気くばりのすすめ"の

53年苧モデルのよう左人o “オジさん"の名で親

しまれた大親分。後輩からの人望厚〈、一

部復帰の原動力となった人。

小林潔 愛称キーちゃん。正義感の強い真人間。

52年卒常Kチームの話題となる人。



春山 功 佐田啓二を思わせる甘いマスク。沈着冷

52年卒静、怒タを表面K出さ左い名キーパー。義

理固く、数多い女性からのフ 7 ンレタ-~

も筆まめ K返事を書く人。

窪田直人 プーノレの備品を壊す人o どとでも自分の

52年卒名前を書きま〈る九州男子。

尚 承 物静か左細身のプロポーション。長いま

52年卒つげK美しい目 o 独特左雰囲気を持ってい

られた人。競泳専門種目はノミック o

西堀栄信 黙っていれば、後輩が震え上がるなつか

53年卒左い風貌。話をすると、カワイイ(、失礼ノ)

人。じつはやさしくて力持ち。現在は、水

連の審判員、一部復帰の重量フォワードの

一部を担った人o

中村正人 体操のな兄さんを思わせる体格、 m 竹千

53年卒代"のよう左風貌で、富浦でも幅広い人気

を保ち続ける o 特K中学生からの贈り物が

絶え左い。

黒田克己 水泳部と言えば、との人の顔がすぐK浮

54寺卒かんでぐる位のスーパースターである。天

性の技量と負けん気左性格で、近年のひと

時代を築いたと言っても過言では左い。

大石和男 人を笑わせる技量は天下一。胸のくぼ地

54年卒 K水をため、金魚を飼っているという、本

当みたい左うその話の持ち主。

三浦 誠近年水泳部の名マネージャー。上と下の

54年卒ノ〈イプをつ左ぎ合わせ、チームのムードづ

く.!?~大きく貢献。 “天皇陛下と宍戸ジョ"

の芸は一見K値する。

橋本孝明 ぜい肉が全く左い均整のとれた美しい身

55年等体。ニコニコしている割Kは無口。テレ屋

ではKかみ屋ではあるが、風貌は、競輪の

中野浩二Kも似ている。俗称アントン。

秦 聖ー なとなしそうだが、真が強い。人当た D

55年卒 の良さは部外でも評判。愛称“ハタさん:

青木 滋骨っぽく、義理固い。仁侠の世界を思わ

56寺写せる風貌K酒がよく似合う男。水泳部Kは

数少左い「べらんめえ調」タイプの人。

加藤 ~ 筋力マン小竹二世。体育会の委員長を務

56年卒め、水泳部の地位を確保する為K、東奔西

走で活関された人。愛称"ガンちゃん泊

損簿一成 “イッセイさん"と一声呼べば伊那の体

56年卒操で応えてくれるネアカ在人。水泳部のべ

タト的存在。

竹内英明 い〈ら練習してもやせ左い口ヒグなじさ

58年卒ん O あだ名造りの名人。

木下 枝大学二年生まで、ほとんど笑わ左かった

58年卒 というまじめ在人o 関係者の間ではスクベ

といううわさもテラホラ。

三瓶英典 近年の水泳部の中で、ダントツの怪力男。

58寺卒

宮崎祥一 エへへo 超人ハノレクがテレるととの人K

58寺2存 在る。漢字が読め左〈て、カラオクが止ま

るという伝説の主。パプアからの逃亡者。

|女子マネージャー|
中村律子 クレオパトラの再来かと言われたほどの

人 o 左ぜ水泳部KきたかいまだK原因不明。

伊藤美紀 気立ての良い自称“オパさん ω 。近年、

54年竿女子マネージャの中核を形造った人。富浦

へ女性戦力として、乗りこめるよう Kなっ

たのは、との人の台かげO

江原真由美 試合の時Kいつも握ってきて下さった

55寺等特製台Kぎbの味は、忘れられません。

坂井由美子 地黒と思いきやほんとうは色自在人。

55年琴 「サカ子」さんと呼ばれ後竃よタ恐れられ、

慕われていた人o

野口知真子 合宿の夜、皆ん左の前で、エロ本を音

55年卒読させられた。恥ずかしそう K命令K従う

素直左乙女。帽子が目印o 愛称“チマコ叫

新井伸子 通称“アラマン泊。高校時代、バンを張

5 5毎卒 っていたというウワサ。泳ぎが速く、男子

部員K恥をかかせ左い為K、決して皆ん左

の前では泳が左かったという才女。

小川朋子 愛称“ウータン泊。威勢の良いマネージ

5 5年卒ャーの多い中では地味左タイプ。が思いや

りは人一倍。

小野由紀子 頭の回転が早く機転がき〈仕事上手。

56年卒 アネゴ肌でしっか b屋。愛称“イモコ"

慶山千恵子 もの台じし左い。他人を恐れない、男

58年 卒 ま さ Pの手際の良い活躍ぶりで、部内の雑

件をテキパキと処理していただいた女親分。

竹内主将も直接、文句は言え左かった。

平野晶子 愛称“マサコ戸 o 陽気左ょうで、実は繊.

58年卒細。他校Kまでファンクラブができたとい

う不思議左魅力の持ち主。
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監
年度|部

5 I高松二二|

6 I高松 一

鈴木 忠夫

真野 国夫

8 I高松

中村徹雄

148 

部 員 。キャプテン

高校

3年 O =橋達郎、鈴A木忠夫、真野国夫

2年 白井誠、長輿俊一、河野貞二

1年 中村徹雄、佐々間泰三、深水正朝、白山道成

高校

3年 。白井誠、長興俊一、河野貞二、ム杉浦紀雄

2年 深水正朝、長興謙二、佐々間泰三、中村徹雄、白山道成

1年・鈴木勝太郎、姉歯二郎、内丸正=、寺中廉

尋常科

4年 河 野 貞 三 、 斉 藤 祐 、 油 巻敏 雄

3年 吉沢利正、守田譲二、岡見如雪、大西真博

2年 鈴木二郎、深水正保、山口宗樹、伊藤泰二、 中村俊平

1年

高 校

g年 O笠原泰三、深水正朝、長ム輿謙二、中村徹雄

2年 鈴木勝太郎、姉歯仁郎、内丸正三、寺中廉、河野貞三、

1年 河村秀利、波多野雄二郎、森清、酒巻敏雄

噂常科

4年大西博、守田譲二

3年 鈴木二郎、山口宗樹、深水正保、馬杉亮、倉上、中村俊平

2年柴田正和伊藤泰二

1年鈴木三郎、森美秀

高 校 。
~ 

3年 鈴木勝太郎、姉歯仁郎、内丸正三、寺中廉、河野貞三
~‘ 

2年 河村秀利、波多野雄二郎、森清、酒巻敏雄、館野栄一

1年 長興三郎、吉沢正利、大西真博

噂常科

ムマネージャー

4年 鈴木二郎、山口宗樹、伊藤泰二、深水正保、中村俊平、神田己季男

那須明

3年 清水君一、柴田正和、伊藤泰二

2年 森美秀、竹尾快助、鈴木三郎



主 な 出 来事 試 .6. 
~ 成 績

興津臨海学校 期間(7/16日--30日)興津守谷VC3軒の水泳合宿所完成(のちの浩然、荘)

全国高校水上競技大会東部予選 期間(7/26日-7/27日)

成城高校対東京高校尋常科水上競技大会 (6/30) 

第 4回全国高校水上競技大会東部予選 期日 7/25日--7/26日

興津臨海学校期 日 7/18日--7/30日

第 2回校内水上競技大会 期日 9/11日-9/12日

第 10回東京学生水上競技大会 期日 9/18日--20日

第 5回 全国高校水上選手権大会東部予選出場(記録左し)

第 3回 水上大運動会(9月 16氏 17日)

第 11回 関東学生水上競技大会 (9月23-25日)

興津臨海学校期間 7/16骨-7/29日

第 6回全国高校水上競技大会東部予選出場(記録左し)

本年よタ全国高校水球競技大会が開催され関東代表K

一高と共K選ばれ決勝Kて一高K敗る

第一回関東七年制高校水場競技大会(9月9日......10日)

第 12回関東学生水上競技大会(9月15日-17日)
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年度 部監
部

督

長
員

高校

9 I高 松 一 一

鈴木勝太郎

10 I高松ニー

中村 徹雄

寺中 廉

河村 秀利

波多野

雄二郎

館野 栄一

11 I高松 一 一

河 村 秀 利

波多野

雄二郎

館 野 栄 一

一

郎

平

一

太

俊

勝

松

木

村

高

鈴

中

司
&

司・占

@ム
3年 河村秀利、波多野雄二郎、森 清、酒巻敏雄、竹尾達志、館野栄一

2年 長興三郎、大西真博

1年 中村俊平、守田譲二、那須明、那須一弥

噂常科

4年 山口宗樹、神田巳季男、深水正保、柴田正和、伊藤泰こ

3年 竹 尾 快 助 、 森 美 秀

2年 山口八郎、守田謙三、木村和一郎、右島春彦(旧雨宮)

1年

高校 。
3年長興三郎、大西真博

2年 中村俊平、守田譲二、那須 明、那須一弥、大野健二、村上静雄、

1年 山口宗樹、神田己季男、深水正保、柴田正和、伊藤泰二、平岡邦允、

竹村貞雄

尋常科

4年 竹 尾 快 助 、 森 美 秀 、 大 場景 雄

3年 山口八郎、守田謙三、木村和一郎、右島春彦(旧雨宮〉

2年浜田収、穂坂博明、内山四郎

1年丹沢章浩、君塚英男、八尋章

高校。

3年 中村俊平、守田譲二、那須一弥、大西真博、大野健二
.d. 

2年 山口宗樹、神田己季男、深水正保、伊藤泰二、平岡邦允、柴田正和、
.d. 

伊藤和年、竹村貞雄、松本 剛

1年 竹尾快助、森美秀、入部辰市、山口龍雄

専常科

4年 山口八郎、守田謙三、木村和一郎、右島春彦(旧雨宮)

3年浜田収、穂坂博明、内山四郎

2年 丹沢章浩、君塚英男、賀川純基、八尋 章、浅田忠平

1年 久保田茂(旧高木〉、市川鉄也、中村徳平、中村泰吉

高校(
の司 ム

3年 目口宗樹、神田己季男、竹村貞雄、深水正保、平岡邦允、柴田正和、伊藤泰二

2年 竹尾快助、入部辰市、森美秀、永野錠二

1年 山口八郎、木村和一郎、森田謙三、右島春彦(旧雨宮)

理事常科

4年 浜 田 収、松浦英夫、内山四郎、穂坂博明

3年丹沢章浩、君塚英男、

2年 賀川純基、八尋章、浅田忠平、下河辺誠、福島

1年久保田茂(旧高木)、市川鉄也、中村徳平、中村泰吉、館和彦、中原 哲

小林 高橋
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主 来 事 成な 出 試 ぷ』
E耳 績

第 7回全国高校水上競技大会東部予選出場

第 2回関東 7年制高校水上競技大会

於成城プーノレ(9月 8-9日)

第 2回関東 7年制水球リーグ戦( 7月16日-28日)

第 4回水上運動会(9月13日)

第 13回全国学生水上競技大会(9月14日-16日)

第 10回関東学生水球リーグ 2部K出場

第 8回全国高等学校水上競技大会東部予選出場

第 3回関東 7年制水上競技大会(於府立プーノレ)

第 5回水上運動会(9月 14日)

第 14回関東学生水上競技大会

第 1 1回関東学生水球リーグ出場

第 9回全国高校水上競技大会東部予選出場

於 東大プーノレ

第 10回全国高校水上競技大会東部予選出場

第 12回関東学生水球大会 3部リーグ出場

第 5回 7年制高校水上競技大会(9月4日-5日)

記録なし

成城優勝

5月29日-6月4日

7月25日-27日 水球は静高 K敗退

9月7日......8日 水球リーグ 3年連続優勝

5月22日-6月19日

成績不詳

3勝 5敗

第 16回関東学生水上競技大会第 3部 於神宮プール 第 3部 4位

( 9月10日-12日)

校友会としての年度予算 661円56銭
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年度|監
部

部 員

高校

13 I小野嘉寿男 3年 竹。尾快助、 ー入部辰市、森 美秀

鈴木勝太郎 2年 合口八郎、守田謙三、木村和一郎、右島春彦(旧雨宮)、稲木俊男

中村 俊平 1年 松浦英夫、中村勝秀、浜田 収、穂坂博明、内山四郎

辱常科

4.年 丹沢章浩、君塚英男、賀川純基

3年 守田志郎、八尋章

2年 久保田茂(旧高木)、館 和彦、市川鉄也、中村徳平、中村泰吉、浅田忠平

遠藤明

1年 八尋 章.長島良一、清水 洗

高校

14 I小野嘉寿男 3年 。山口八郎、守田謙三、木村和一郎、須賀重輿

鈴木勝太郎

竹尾 快助

15 I白 井 毅

山 口 八 郎

守 田 謙三

2年 松・浦英夫、.中村勝秀、浜田 収、穂坂博明、内山四郎、雨宮春彦

1年丹 沢 章 浩 、 君 塚 英 男 、 川 越 敬、松 前 建男

辱常科

4年 山口衛一、青柳省三、守田志郎、河井 栄、木村

3年 久保田茂(旧高木)、中村徳平、中村泰吉、浅田忠平

2年 八尋章、長島良一、

1年小沢貞一郎、伊予田敏雄、平野車弥、上野孝人、金子 巴

高校 。 A

3年 松浦英夫、浜田 収、穂坂博明、内山四郎、中村勝秀

2年 丹沢章浩、君塚英男、松前建男、木村慶二

1年河井栄、加藤保幸

噂常科。

4年 久保田茂ぐ旧高木)、中村徳平、中村康吉、館和彦、遠藤 明、浅田忠平

3年八尋章、長島良一、清水洗、篠沢公平

2年小沢貞一郎、伊予田敏雄、平野卓弥、上野孝人、金子 巴、穂坂俊明、渡辺修、

1年村瀬泰一、田中義昭、平子 良、中井陽作、平出冊、道、福田龍三、山本勝、

会田 豊、天野誠夫、山下大四郎、

高校。

16 I森 源太郎 I3年 丹沢章浩、君塚英男、松前建男、右島春彦(旧雨宮)、内山四郎

丹 沢 章 浩 I2年 河 井 栄 、 加 藤 保 幸 、 守 田志郎、

1年久保田茂(旧高木)、中村康吉、館和彦、遠藤 明、浅田忠平

尋常科

4年 長島良一、篠沢公平、市川鉄也、八尋章

3年小沢貞一郎、平野卓弥、e 上野孝人、金子 巴、山田寿一、渡辺修

2年 村瀬泰一、田中義昭、平子 良、中井陽作、平出照道、福田館三、山本 勝

会田 豊、天野誠夫、山下大四郎、

1年村瀬竜也、若林喬、植村秀、入来 重雄
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主 な 出 来事 試 合 成 績

第 12回関東学生水球大会第 3部出場 3部優勝優勝決定戦 対中大

第 11回全国高等学校水上競技大会東部予選 第 2位と在る

全 国 大 会 ( 於 京都) 第 6位

第 6回関東 7年制水上競技大会(於 成城) 第 2位 7 2点 東京高校優勝

第 17回関東学生水上競技大会 C9月 9日--1 1日) 第 2部 Kて 2位と左.!?1部へ昇格

竹尾快助 東京オリンピック Cクラス候補K選ばれる 5 0点獲得

関東インターハイ 弟 7位 1 5点

インターハイ合宿 於三友寮 C7月 8日--7月 19日)

全国高等学校水上競技大会 東部予選

第 8回関東 7年制水上競技大会於学習院 高校第 4位尋常科第 2位

関東学生選手権大会

その他いくつかの対抗試合

関東 7年制高校尋常科低学年大会(於 成援プール) 優勝
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監

部

17 I丹沢

18 I丹 沢 章 浩

19 I星 野 慎 一

20 

154 

部 員

高 校

3年 加藤保幸、賀川純甚、守田志郎、河井 栄

2年 久保田茂(旧高木)、中村康吉、館 和彦、遠藤 明、

1年 八尋 章、市川鉄也、長島良一

噂常科

4年 小沢貞一郎、渡辺 修

3年 村 瀬 泰 一 、 平 子 良、中井陽作、平出照道、福田龍三、会田

金子 巴、山田寿一、津田淳一、上野孝人、平野卓弥

2年 村 瀬 竜 也 、 若 林 喬、植村 秀、渡辺和彦

1年村瀬友三郎、新井倫夫、平出慶道、小畑 明、 南正 保

高校

3年 久保田茂(旧高木)、中村康吉

2年 八尋章、市川鉄也、長島良一

1年 小沢貞一郎、松村一夫、袴田文治、坂本

噂常科

豊、天野誠夫、

4年 山田寿一、福田龍三、村瀬泰一、山本勝、田中義昭、会田豊、中井陽作、平子良

上野孝人、津田淳一、平野卓弥

3年村瀬竜也、若林喬、植 村秀

2年村瀬友三郎、新井倫夫、平出慶道、小畑 明、南正保

1年 入来重則、立川慶男、富田公也、北村雄生、田島直季

高校

3年市川鉄也、長島良一、八尋章、中村徳平

2年小沢貞一郎、渡辺修、袴田文治、松村一夫、坂本

1年 山田寿一、福田龍三、村瀬泰一、会田 豊、田中義昭、中井陽作、玉置 至、

平子 良、津田淳一、平野 卓、平出照道、上野孝一、山本勝、南正保、天野誠

噂常科

4年村瀬龍也、若林喬、植 村秀

3年村瀬友三郎、小畑 明、山崎光郎、新井倫夫

2年 立川慶男、富田公也、北村雄生、田島直季入来重則

1年平子叔男、津田謙二、村瀬功、桑野英彦、森洋、岡田良 元、岡田良 二、武 富礼

二、平山慶道、立花幸一

高校

3年

2年 山田寿一、福田龍三、村瀬泰一、平出照道、田中義昭、南正寿、平子良、津田淳一、

中井陽作、高橋和夫、玉置至、金子、天野誠夫、平野卓、会田豊、上野孝人、

1年 村瀬竜也、山本勝、若林喬、奥田四郎、植村秀

尋常科

4年 村瀬友三郎、小畑明、平出慶道L山崎光郎、新井倫夫入来重雄

3年 田島直季、北村雄生、南正保、立川慶男、富田公生、入来重則

2年 平子淑男、津田謙二、村瀬功、岡田良元、森洋、武富礼二、平山慶道

1年 寺田正明、上原義洋、市毛弘文、門田強、石田直樹



主 な 出 来事 獣 合 成 績

関東 7年制高校尋常科(於 東高プール) 優勝

関東 7年制高校尋常科(於 成城プール) 優勝

旧制高校 2年で卒業

関東 7年制高校(於 成城プール) 高校優勝

旧制高校年表 155 



年度
顧

監

門

督
部

高校

員
。キャプテン
ムマネージャー

21 1星 野 慎 一 3年 山田寿一、福田龍三、村瀬泰一、平出照道、田中義昭、南正寿、平子 良、津

22 

丹 沢 浩 章 | 田淳一、中井陽作、高橋和男、玉置至、金子 巴

小沢貞一郎I2年 山 本 勝 、 村 瀬 竜 也 、若林喬、森川亮、奥田四郎、植村秀、会田豊

1年 村 瀬 友 三 郎 、 小 畑 明、平出慶道、山崎光郎、新井倫夫、南正保入来重雄

尋常科

4年 田島直季、北村雄生

3年平子叔男、津田謙二、村瀬功、岡田良元、桑野英彦、森 洋、武富礼二、平出慶道

2年寺田正明、上原義洋、市毛弘文、門田 強、石田直樹

1年町田好美、西潟直澄

高校

3年 山本勝、村瀬龍也、若林喬、森川亮、若林 喬、奥田四郎

2年・村瀬友三郎、南正保、新井倫夫、会田豊、小畑明、山崎光郎

1年 北村雄生、田島直季、立川慶男、入来重雄

高校

231村 瀬 飽 也 3年 村瀬友三郎、森川亮、新井倫夫、南正保、小畑明、会田豊、山崎光郎、渡辺修

2年 北村雄生、富田公也、田島直季、立川慶男、入来重雄

1年 岡田良元、津田謙二、村瀬功、平子叔男、森 洋、桑野英彦、岡田良二、武富礼二
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主な出来事

全国旧制高校(京都三高プール)

終戦の翌年でインターハイが復活し東部大会では東

高優勝、成城 2位で全国大会(京都)vc出場し優勝

した。京都Kは、小沢貞一郎氏が監督で来る。我々

の同級生(旧高第 19回)で前衆議院議員共産党中

路雅弘氏(京都出身)が京都を案内してくれた。

関東 7年制高校 (於 成巌プール)

獄合成績

優勝

全国高等学校水泳選手権大会競技メンバー

800米リレー 村瀬(泰)、山田、平子、田中

300米メドレーリレー (背泳)中井、(平泳)

福田、〈自由型)村瀬(泰)

100米自由形村瀬(泰)、山田

400米自由形村瀬(泰〕、山田

800米自由形 田中、平子

200米平泳福田、山本(勝)

100米 背 泳 中 井 、 小 畑

高校優勝

水球

インターハイ関東大会 第二位

インターハイ全国大会 第二位

水球

関東学生リーグ 二部優勝

インターハイ関東大会 優勝

インターハイ全国大会 第二位

競濠

インターハイ関東大会 第三位

七年制高校 優勝
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。キャプテン
年度 監督・手チ 部 員

ムマネージャー

26 白井 毅 4年

3年 富田公也

2年 岡田良元村瀬功 森 洋入来重雄

1年 石田直樹上原義洋 金井正之

27 4年 富田公也

3年 岡田良元 村瀬功 森 洋入来重雄

2年 石田直樹上原義洋 金井正之

1年 沼山昭男

28 南 正保 4年 岡田良元森 洋 村 瀬 功

3年 石田直樹上原義洋 金井正之

2年 沼山昭男

1年 縛宏美 山田弘重 金井六三郎

29 4年 上原義洋 石田直樹 金井正之

3年 沼山昭男

2年 縛宏美 金井六三郎 山田弘重 四宮義明

1年

30 斉藤 正 4年 沼山昭夫

村瀬友三郎 3年鱒宏美 四宮義明 山田弘重 金井六三郎 松石正治 栗原 実 伊藤

2年 鈴木芳郎 石橋鹿憲

1年 阿部武彦 堀正美 山本勉 森雪雄脇村英敏安山毅安藤

31 村瀬友三郎 4年 O鱒宏美 ο 金井六三郎 山田弘重 四宮義明

岡田良元 3年 鈴木芳郎 石橋慶憲

森 洋 2年 阿部武彦 堀正美 山本勉森雪雄安山毅 脇村英敏

1年 桑原和司 安井昌平

32 村瀬友三郎 石橋慶憲

3年 部武彦 堀正美 山本勉釜山毅 森雪雄 脇村英敏

2年 桑原和司安井昌平

1年 本 政 信 壇野広司 高橋埠行 岡本浩三 松野雄磨 柴山松秀 永山勉 沢井謙爾

33 村瀬友三郎 4年 。阿部武彦 堀正美 山本勉安山毅森雪雄 脇村英敏

3年桑原和司 安~‘井昌平

2年 本政信 壇野広司 高 橋理行松野雄磨 柴山松秀永山勉 沢井謙爾

1年 村上順三 篠原欣一 前田博史 1中村徳彦
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成績(水球競涼}

関東学生リ ー グ 戦 全日本学生選手権全日本選手権 その他の獄合

回大学

水球蹴涼

2部 2位

2部 2位

2部 2位

2部 1位

入替戦対学習院

8対 4 1部へ

1部 4位

1部 3位

1部 3位

2位対中央

6対 5

1位

3位

3位

2位

1位 2位

3位

神戸 甲南大学と定期戦 3位

始まる

1位 3位

関東学生

競泳 2部で準優勝 1部へ 1位 3位

1位 2位
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年度 監督・手チ 部 員
。キャプテン

ムマネージャー

34 村瀬友三郎 4年 費。量原和司 安井昌平

3年 本政信 壇野広司 岡本浩三高橋理行 柴山松秀 松野雄磨 永山勉 沢井謙爾

2年 村上順上 篠原欣一 前田博史 中村徳彦

1年 正会》原重治 有馬貴夫 向山敏重広瀬俊之

35 村瀬友三郎 4年 政 信 沢 井 謙 爾 余山勉 岡本浩三 高b.‘橋埠行 壇野広司 松野雄磨 沢井謙爾

岡田良元 3年 村上順三 中村徳彦篠原欣一 前田博史

森 洋 2年 広瀬俊之 有馬貴夫 向山敏重 桑原重治

1年 中田晃 高岸正一

36 村瀬友三郎 4年 .@ 村上!願三 中村徳彦 篠原欣一 前田博史

3年桑原重治 広瀬俊之 向山敏重 有馬貴夫

2年 中田晃 高岸正一

1年 中山武夫 正岡勝 松本周蔵 永山光春

37 阿部武彦 4年 桑。原重治 広瀬俊之 向山敏重 有馬貴夫

3年 中田晃 高岸正一

2年 中山武夫 永山光春 松本周蔵

1年 古屋博敏長谷川勝 根岸繁雄麻植康男 山本慶治郎

38 阿部武彦 4年

3年 山武夫正岡勝 永山光春 松本周蔵

2年 長~‘谷川勝 根岸繁雄麻植康男 山本慶治郎 古屋博敏

1年福谷芳武 浜口義勝 桑原征平 石渡昇 笹瀬成二 浅井輝雄 藤沢靖弘 佐藤奉二

草木

39 金井六三郎 4年 。中山武夫正岡勝 永山光春 松本周蔵

山本 勉 3年長谷川勝 根岸繁雄 麻植康男 山本慶治郎 古屋博敏

2年 浜口義勝 桑原征平 石渡昇 笹瀬成二 浅井輝雄 藤沢靖弘 佐藤奉二 福b.‘谷芳武

1年

40 山本 勉 4年 室福乙当、谷谷川勝 根岸繁雄 麻植康男 山本慶治郎

3年 芳 武 浜 口 義 勝 石渡昇笹瀬成二 浅井輝雄藤沢靖弘 桑原征平 佐藤奉二

2年

1年 佐々田建治 長谷部弘美 山田裕二

41 
。

福乙』谷芳武山 本 勉 4年 浜口義勝 桑原征平 石渡昇 笹瀬成二 浅井輝雄 藤沢靖弘 佐藤奉ニ

森 洋 3年

2年 佐々田建治 長谷部弘美 山田裕二

1年 西村正憲 田原藤之助 萩原信一 相野健人
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成績(水球競濠}

関東学生日ーグ戦 全日本学生選手権 全日本選手権 その他の試合

1部 4位

1部 1位

1部 5位

1部 3位

1部 4位

1部 2位

早大と引分け

1部 5位

l部 6位

入替戦で 2部へ

3位

2位

ベスト 8

4位

4位

3位

3位

3位

2位

五八クラプK

6対 4で敗退

関東学生 2部 1位

1部

新人戦 2位

室内選手権

3位

回大学

水球 競濠

1位 1位

1位 1位

1位 1位

1位 1位

1位 1位

1位 1位

1位 2位
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監督・手チ 部 員
。キャプテン

年度 ムマネージャー

42 山本 健 3年 佐(0)々 田建治 長谷部弘美 4山2‘田裕二

2年 西村正憲 田原藤之助 萩原信一柏野健人

1年 浜口裕俊

佐広》々田建治
ぷ~

43 山本 健 4年 長谷部弘美 山田裕二

3年 西村正憲 田原藤之助 萩原信一 柏野健人

2年 浜口裕俊

1年 西脇勘次 小平恵洋 野田耕太郎

44 山本 勉 4年 西(0)村正憲 田原藤之助 萩原信一 相野健人

阿部武彦 3年 浜口裕俊
~‘ 

根岸繁雄 2年 西脇勘次 小平恵洋 野田耕太郎

1年 古谷生男 坂井謙

45 阿部武彦 4年 浜(0)口裕俊
乙』

山本 勉 3年 西脇勘次 小平恵洋 野田耕太郎

大野奉二 2年 古谷生男 坂井謙

1年 吉野洋 小竹信章 奥滝明夫

46 正問 勝 4年 西。脇勘次 小~‘平恵洋

山本 勉 3年 古谷生男 坂井謙

根岸繁雄 2年 吉野洋 小竹信章 石井俊成 亀田 河原田

1年 秋元アツシ

47 正岡 勝 4年 古。谷生男 坂井謙

山本 勉 3年 吉~‘野 洋 小 竹 信 章 石井俊成 亀田 河原田

根岸繁雄 2年 秋元アツシ

1年

48 正岡 勝 4年 吉0421‘ 野洋 小竹信章 石井俊成 亀田 河原田

山本 勉 3年秋元アツシ

根岸繁雄 2年

柏野健人 1年 石塚学 春山功 池上潔 窪田直人 尚承

49 根岸繁雄 4年
乙ミ

正岡 勝 3年
ち石元塚アツシ

山本 勉 2年 学 池 上 標 春山功 窪田直人 尚承

柏野健人 1年 西堀栄信 中村正人 高田実和雄 松田英成

~ 

50 根岸繁雄 4 秋元アツシ
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成績{水球競示)

関東学生リーグ戦 全日本学生選手権 全日本選手権 その他の獄合

2部 2位

2部 3位 12位

2部 1位 ベスト 8

入替戦対明治

1部へ

1部 6位 ベスト 8

入替戦

2部へ

2部 2位

2部 2位

2部 2位

2部 1位

入替戦

1勝 2敗

2部 1位

入替戦対教育大

1部へ

四大学

水 球 競 濠

1位 2位

1位 2位

1位 2位

1位

1位

1位
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年度 監督・〉手 部 員
。 キャプテン

ム マネージャー

50' 正問 勝 3年 。石塚学 池上潔 春山翠 窪田直人 尚承

山本 ・勉 2年西堀栄信 中村正人 松田英成
ど~

4伊2、藤美紀
1年黒田克己 大石和男 三浦誠 西山和年

。
51 根岸繁雄 4年 石 塚 学 池上潔 春山功 窪田直人 尚承

山本 勉 3年西堀栄信 中村正人
L:::.. L::.‘ 

正岡 勝 2年 黒 田 克 己 大石和男 三浦誠 伊藤ζ〉美紀
L::.‘ 

1年 橋 本 孝 明 泰聖一 坂井由美子 野口知真子

。
52 根岸繁雄 4年 西 堀 栄 信 中村正人

山本 勉 3年黒田克己 大石和男 三ム浦誠 ム伊藤美紀

L::.‘ L:::.. 

正岡 勝 2年橋本孝明 泰聖一 坂井由美子 野口知真子

1年根津一成 小野由紀子

。 L::.‘ ζ2‘ 
53 根岸繁雄 4年黒田克己 大石和男 コ浦誠 西山和年 伊藤美紀

山本 勉 3年橋本孝明 秦聖一 坂井由美子 野口知真子

2年 青 木 滋 加藤厚 根津L:::..一成 小野L:::..由紀子

1年相馬恥斉藤隆一 新井伸子 小川朋子会原真由美

。 ご〉 ζ~ 

54 中山武夫 4年橋本孝明 秦聖一 坂井由美子 野口知真子
L:::.. 

山本 勉 3年青会木井滋 加余藤厚 根津一成 小野由紀子

2年 伸子 川朋子江L::.‘原真由美 L:::.. ζ2‘ 
1年 竹 内 英 明 木下技 三瓶英典 宮崎祥一 慶山千恵子 平野晶子

4年青0木滋
L:::.. 

55 中山武夫 加藤厚 根津一成 小野由紀子

山本 勉 3年
L:::.. L:::.. 

2年竹内英明 木下技 三瓶英典 宮崎祥一 慶山千恵子 平野晶子

1年山本貴 松沢直輝 阿部昭彦

56 根岸繁雄 4年

3年 竹 。内英明
L::.‘ L::.‘ 

木下技 三瓶英明 宮崎祥一 鹿山千恵子平野晶子

2年山本貴 松沢直輝 阿部昭彦
ζ~ 

L::.‘ 
1年 山 口 章 吉本克之 中尾容子 回尾晴美

。 L::.‘ ~‘ 
57 根岸繁雄 4年竹内英明 木下技 三瓶英明 宮崎祥一 鹿山千恵子 平野晶子

3年山本貴 松沢直輝 阿部昭彦
~‘ ~‘ 

2年 山 口 章 吉本克之 中尾容子 回尾崎美

1年安藤高 岡部一男

。
58 山本 勉 4年山本貴 松沢直輝 阿部昭彦

L::.‘ ζ2‘ 
3年 山 口 章 吉本克之 中尾容子 回尾崎美

2年安藤高 岡部一男

1年 三瓶顕史 風間聖彦 桜井英一 大村由美
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成績{水球競涼)

関東学生リーグ戦 全日本学生選手権 全日本選手権 その他の試合

1部 6位

1部 8位

入替戦

2部へ

4位

ベスト 16

2部 7位 ベスト 16

入替戦対東工大

ベスト 16

2部 6位 1 2月グアム島遠征

2部 4位

2部 6位

2部 3位

2部 7位

入替戦一橋・学習院 3部へ

回大学

水球競涼

1位 1位

1位 2位

2位 2位

3位 2位

1位 2位

1位 1位

1位 て1位

3位 3位
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成城水滋会のおいたち

旧高第3回

86年卒業
鈴木忠夫

成城水泳部が昭和五年設立され我々 3年生は翌昭和

6年 3月卒業した。が漸く出来上った水泳部のこと

が昼夜頭から離れず幸い私は東京K居ったので真野

.三橋からも頼まれ先生や水泳部員と交渉をもち水

泳部では監督として興津ではコーチとしてその他い

ろいろの問題の相談を受けていた。そして昭和 8年

K左b私は成城水泳会設立を思いたった。当時は先

輩も少〈水球部の先生部員もそうたくさんでまく一

家族のようであったので OBを中心とした水泳部関

係の先生と水泳部員で会を設立した。その時の規約

は下記の通タであ b先生も会の一員であったので会

長 Kは水泳部長K左ってもらった。

1. 本会は成城水泳会と称す

1. 本会は成城水泳部の発展及会員相互の親睦

をはかるを目的とす。

1. 本会は左K掲ぐる者を以て組織す

(1)成城水泳部先輩

ω成城水泳部員

(3)成城水泳部K関係ある職員

1. 本会の本部事務所を理事長宛K置き支部を

京都、東北、九州K置く。

1. 本会K左の役員を置く。

会長 1名理事長 1名 理 事 4名

会計 1名 地方理事各支部 1名

1. 会長は成城水泳部長を推戴す

1. 理事長は水泳部先宣よタとれを互選す

理事 4名のうち 2名は水泳部生宣よ bとれ

を互選す。

理事 4名のうち 2名は水泳部部員よりこれを

互選す

会計は水泳部先宣よタこれを互選す

地方理事は各支部よ.!J1名とれを互選す

1. 会長は会務を総覧す

1. 理事長は会長を補佐し会務を処理す

1. 理事は本会の重要事項を協議す
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地方理事は本部との連絡を保ち地方の事務を

処理す

役員の任期は 1年とす重任をさまたげず補釈

者の任期は前任者の残任期Kよるものとす

1. 本会は年一回総会を開き次の事項を行う

(1)会務の報告、 (2)会計の報告 (司役員の選挙

(4)議事

1. 本会の資金

1. 本会の会計は会計之を処理し理事之を監督

すo

附記本会の会則は総会の決議Kよらざればとれを

改廃する ζ とを得ずかっ出席人員会員の 3分の 2

以上たるを要す

その時の役員

会長 高松先生 顧問 内田先生森 先生

理事長鈴木忠夫

理事 三橋連郎中村徹雄鈴木勝太郎

森 清

(会計) 河野貞二

(京都) 長興俊一 (九州) 笠原泰三 (東北

白井 誠

我々は先輩として、プーノレ修理の問題や興津の器具

の不足左ど Kついても、出来る限タの援助をして来

たし、当時は水泳部の先生方とも全ての問題Kとb

くんだのをなほえている。

昭和 10年 7月 14日水泳会総会を開催したと日記

K書かれである。昭和 12年 1月私が入営 4したがそ

の年 7月 18日総会 12月 11日臨時総会を開催し

従来の規約を廃し新たな規約をつくっている。今迄

と大きく違うのは地方理事を廃し理事を 6名としそ

の内 2名を水泳部員から互選すると云うととであっ

た。

その時の役員

会長高松先生 顧問内田先生・小野先生・森先生

白井先生

理 事 長 鈴 木 忠 夫

理事 長興俊一、鈴木勝太郎、中村徹雄、館ク

栄一、中村俊年、山口宗樹

との臨時総会の時、プールも建設以来 7年の歳月

が流れた。 4--5年前よ b般損箇所を生じ今のうち

に手を加へ左くては、手K台へ左く左る状態K左ろ

うと、高松先生をはじめ諸先生現部員と相談の上、

修理箇所をプールの縁、桓根、井戸と 3つ Kした。



が桓根は来年度学校で修理されるし、井戸も修理出

来左い時は第 2計画として明後年K予定されるので、

我々はプールの緑の修理を来年度の主目標とした。

その費用 1，000円の集金K協力を約束し、一人一

口 10円を集めました。当時の主将中村俊平君よ b

部員も一人 10円出すと私K報告がされた。今から

思えば、皆が一体K左った当時が目 Kみえる。そう

して集った金もその後、井戸を堀るととが先決であ

るとの学校の方針Kよタその方K廻されてしまった。

昭和 13年水泳部長 K小野先生が左られました関係

で、会長もひきうけていただきました。

会長 小野先生顧問 高松先生・内田先生

森先生・白井先生

理事長 鈴木忠夫

理事鈴木勝太郎館野 栄 一 中 村 徹 雄 山 口 宗

樹竹尾快助山口八郎

昭和 15年水泳部も創立以来 10年の歳月を迎へ

た。水泳部も小野先生から白井先生K水泳部長が変

り役員も次の如く K在った。

会長 白井先生

理事長鈴木忠夫

理 事長興俊一酒巻敏雄 竹 尾 快 助 須 賀 . 重 興

浜田収丹沢章浩

競泳コーチ 白井誠竹尾快助興津コーチ 酒巻

敏雄山口 宗樹

昭和 17年、水泳会名簿を出しているその問も理

事会を聞き、学校水泳部と緊密左連絡をとって来た。

だが、支那事変もはげしくまる Kつれとだえがち K

在って来た。私は昭和 4年から、興津夏季学校Kコ

ーチとして、毎年行っていた。戦争の拡大と共 K軍

務K服する様Kな夕、昭和 16年、興津夏季学校も

中止と在った昭和 17年 K一時再開されたがその後

は再び中止と在った。

大東亜戦争激烈と在る Kつれ、水泳部先輩も戦地

Kか bだされ、帰らぬ人となった友も多くを数える

K至った。終戦後、各人それぞれ苦tしい生活を強い

られ、孝子互の連絡もとれ在いまま、その機能も一時

申止状態であった。

私も昭和 27年頃からの日記で、森先生と会った

夕、水泳部のこと、水泳会のととを考へていた。昭

和 35年、世情も落ちつき、先輩の数も多〈左り、

連絡もとれて来たので、組織を新しくして会則を変

更し、再出発を考へた。当時、水泳部の世話をして

くれていた縛君と連絡をとり、成城水泳会の新しい

会則案を作成した。発起人として私、中村徹雄、鈴

木勝太郎、森清、山口宗樹、丹揮章浩、村瀬泰一、

村瀬友三郎、岡田良元、縛宏美、阿部武彦、安井昌

平が在、り、各先輩K発送し、 3月 13日総会で次の

会則が決 b役員が決定した。

第一章総則

第 1条 本会は成城水泳会と称する。

第 2条 本会は成城学園水泳部の健全在る発展と

会員相互の親睦をはかる o

第 3条 本会はその目的達成のため次の事業を行

う。

(1) 指導及研究

(2) 会報及名簿の発行

(司集合

(4) その他本会目的達成K必要在る事項

第 4条 本会員の資格を次の通 bとする。

(1) 0 B会員一旧制成城高等学校、成城学園高

等学校、成城大学水泳部員た bしもの

(却 現役部員成城水泳部員

(司 名誉会員一成城水泳部K関係深く、理事会

が推選し、総会の決議Kよb承認されたもの

第二章役員

第 5条本会K左の役員を:j:，-.< 
(1) 会長 1名

(2) 理事 1 0名以上

第 6条 前条の役員は、定時総会Kて選任する

第 7条 役員の任期は 1ク年とする。但し重任

をさまたげ左い。

第 8条 会長は本会を代表し会員を統轄する。

第三章運営

第 9条 理事会は会長理事を以て組織し、本会

目的遂行K必要左事項を議決する o

第10条 理事会の互-選 Kよb、常盤理事若干名、

会計理事 1名を選出する。

第11条 常務理事は理事会の議決K従い常務を処

理する。

第12条 総会は年 1回招集する。会長が必要を?認

めた時、臨時総会を招集するととが出来るo

第13条 総会K於ては次の事項を議決するo

(1) 議会員の承認 (2) 役員の選出
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(司事業報告

第四章会計

第 14条 本会の会計年度は 4月 1日よタ翌年 3

月 31日までとする。

第 15条 本会の経費は会費寄附金、ぞの他の諸

収入による D

第 16条 会員外の寄附金その他の諸収入の受領

の可否は理事会で決定する。

第 17条 本会の支出は理事会の協議を必要とす

る。但し、緊急を要する通常の運営費の支出 K

ついては、事後理事会K報告し、その承認を求

める。

第 18条 会計は新会計年度よ 960日以内 K毎

年会費を納入する。

第五章附則

第 19条 本現則K疑義を生じた時は理事会の議

決を経て会長が裁定する。

第 20条 本現則の改廃は総会出席の OB会員三

分の二以上の賛成を得られ左ければ左らまい。

第 21条 本会の連絡先は、世田谷区成城町 708

成城学園事務所気付成城水泳会とする。

第 22条 本規則は昭和 35年 4月 1日よタ実施

する O

役員

会長鈴木忠夫常務理事村瀬友三郎

会計理事 山口宗樹

理事 中村徹雄、鈴木勝太郎、森清、守田譲二

丹沢章浩、玉置至、岡田良之、鱒宏実

阿部武彦、高橋嘩、

名誉会員

妹尾一三、高松三二、小野嘉寿男、白井毅

小宮 邑、内田昇三、斉藤正、森掠太郎

十文字美博

以上の様K役員も決められ、次いで水泳会名簿も発

行され活動をはじめた。私の日記では、昭和 36年

3 7年と理事会が随時開かれて台 b昭和 38年 7月

1 4日総会がもたれて居る。私は 37年ょ b大阪勤

務と左 b、常時は東京K居ら左かった。その問先軍

や現役との連絡をとってくれる人もいないまま年月

が過ぎた。次第 K先聾の数も多て左 D新旧の差も甚

しく、機能は中止状態K左ってしまった。その後、

各世代毎の連絡はあったのでしょうが、 OB全般の

連絡がとれずKいた。私も、東京K帰 b、成城水泳

会の再.建をしたいと考へていた。
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ちょうどその頃、若い人達の間K もその概運が生じ、

昭和 50年再建委員会をひらいた。 7月 1日K成城

クヲブで再選第一回総会を開いた。

会則は昭和 35年の時と殆んど同じで、少し改訂し、

現在名簿Kしるされている様左もの忙なった。その

時の役員は

会 長 鈴 木 忠 夫

常務理事 鈴木勝太郎、山口宗樹、竹尾快助、丹沢

章浩、福田竜三、山本勉、桑原和司、藤

沢靖弘、

理事 森美秀、小沢真一郎、田中義昭、山本勝、村

瀬友三郎、森洋、堀正美、岡本浩三、前田博

史、桑原重治、中山武夫、正岡勝、長谷川勝、

根岸繁夫、麻植康夫

名誉会員 小原因芳、高松三二、妹尾一三、白井毅、

小野嘉寿夫、森掠太郎、内田昇三、斉藤正、

西潟正、山中正剛、十文字美博、太田茂照

その後、昭和 52年 9月 14日三井クラブK於て総

会を開催した。

昭和 53年 10月リックス Kて総会を開催、役員

改選の結果、全部留任と決まった。常務理事、桑原

和司が渡米中のため岡本浩三理事が常務理事と左夕、

桑原君は理事となった。

昭和 54年 6月 12日成城クラブで総会を開催す

る。

昭和 55年 5月 12日成城クラブで総会を開催、

再任を全員一致で可欠さる。役員改選、安井氏を会

計理事として本認。グアム島遠征報告を根岸氏よ b

される。昭和 55年 11月 29日三井クラブK於て

成城水泳部満 50周年パーティを実施した。

昭和 56年 6月 25日成城クラブで総会を開催、

会費値上げの件( 4，000 円~ ) 3""".4年なき K理

事を増す件 田原氏、小平氏、石塚氏、黒田氏を新

理事として承認する。

昭和 57年 3月 11日成城クラブで総会を開催、

常務理事 4名(村瀬友三郎氏、桑原和司氏、小平恵

洋氏、石塚厚氏)増員の件、会期の変更 4月 1日

--3月 31日を 1月 1日-12月 31日Kする。前

項K伴い役員の任期を 6ヶ月延長する。以上の件K

ついて可欠

r 5 0年誌 J準備委員として鈴木忠夫氏、鈴木勝

太郎氏、山口宗樹氏、丹沢章浩氏、福田飽三氏、中

山武夫氏、根岸繁雄氏、小平恵洋氏、石塚厚氏、黒

田克己氏が選出される。



昭和 58年 3月 9日成城クラブで総会を開催、会

長鈴木忠夫氏よ b水泳会再建後 9年たち、後進K路

を譲りたい旨辞任の意志表明があ b、続いて後任 K

山口氏を推選され、全員一致でこれを了承した。つ

いで常務理事鈴木勝太郎氏も辞任されるととと在っ

た。次 lて新会長山口氏よ b両氏及真野国夫・氏Kつい

ては成城水泳部設立以来 50有余年K渡 b多大な貢

献が有ったので名誉会長、顧問を新設1..，て推選した

い、叉同時K副会長も新設したい旨提案があ D、全

員これを了承した。又、年会費を 5.0 0 0円K値上

げする件、会則の一部変更、副会長K竹尾快助氏を

推選Kついても可決きれた。以下変更された会則を

記載してな<0 

(--0第 5条本会K次の役員をなく

(1)会長 1名 (2)副会長 (劫常務理事 若干名

(4)理事 10名以上 との他K名誉会長、顧問

を置くととが出来る。

(ロ)第 10条 副会長常務理事は会長が任命し理

事会の承認を得る。
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